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カテゴリー 「オンライン授業の定期的な実施」（全学年）

Ａｆｔｅｒコロナの時代ですが、これからのキャリア教育の視点及び次の感染症
の出現、災害時の対応等を勘案し、年間をとおして３回から４回程度、午後
帰宅させてからのオンライン授業を実施しています。

活
用
概
要

Meet使用アプリ等 Zoom Meet Googleスライド Jaｍbord 等

【活用目標や工夫点、活用の流れや生徒の様子】
🔴オンライン授業を実施していくためには教員の経験値をあげてい

かなければなりません。意図的にオンライン授業を行っていくことが生
徒のオンライン授業の学習者としての能力育成にもつながり、今後も
必要な取組であると考えています。
🔴また、Meetだけを使える、Zoomだけを使えるでは問題があると

思いますので、どちらも使っていくようにしています。（Googleの無償
版では、ブレイクアウトルーム機能が無いため、グループ協議ができま
せん。）
🔴教員はGoogleスライドを活用したり、黒板を活用したり、様々で

す。また、思考の共有でジャムボードを活用するなど、オンライン授業
の中でも協働的な学びを大切にするようにしています。
🔴夏休みにはオンライン登校日を実施しています。これも「こみゅト

レ」の一環として、全学年を混ぜ込んでグループ化し、課題の進捗状
況や勉強の仕方等を交流させるようにしています。


